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明けましておめでとうございます。新しい年を皆様
とともに迎えられましたことを心よりお慶び申しあげま
す。昨年はコロナ禍の中、会員企業の皆様も大変ご苦
労な一年を過ごされたものと、心よりお見舞い申しあ
げます。
昨年は、東京オリンピック・パラリンピックが開催

され、関係者の懸命なご尽力により大成功に終了でき
たものと高く評価します。日本人選手の活躍はもちろ
んですが、コロナ禍であったにもかかわらず大変な盛
り上がりでした。国民に勇気と感動を与えてくれたと
思います。
また、当所事業においても、コロナの影響により「こ

れが秋田だ!食と芸能の大祭典」をはじめ環日本海4か国
経済交流会議等、様々な行事の中止・延期が相次ぎま
した。竿燈まつり、土崎港曳山まつりなど秋田を代表
する多くの行事を中止せざるを得ませんでした。
しかしながら本県は、県、秋田市をはじめ医療従事

者の皆様の懸命なご努力で、全国でも感染者数の少な
い県となっており、敬意を表し心から感謝申しあげま
す。昨年末には全国的にもコロナ感染症は収束に向か
い、様々な経済活動も動き始めました。
10月には、初めての試みとしてトライアルで「広小路

バザール」を開催し、2万人の人が訪れ、往時を偲ばれ
るような賑わいになりました。様々な問題点も分かり、
来年の定期開催への期待が高まりました。
さて、当所において2022年は、第一に、会員企業各

社の実情に則した経営支援を全力で関係機関との連携
を図りながら進めていきます。資金繰り、売上増加、
販路拡大、人材不足、デジタル化への取組み、事業承
継等、解決していかなければならない課題が山積みで
す。これまで以上に経営者に寄り添って、ともに課題
解決に向かってまいります。
また、5月には「東北絆まつり」と「これが秋田だ!食と

芸能の大祭典」の同時開催が予定されています。秋田市
をはじめ各関係機関と連携して秋田らしい、素晴らし
い大会にしたいと準備を進めております。また、待望
の竿燈まつりや土崎港曳山まつりも3年ぶりに開催され
ることを期待しています。

観光振興には欠かせないクルーズ船の寄港を積極的
に誘致していく予定です。秋田港を中心とした地域を
核に、全県の観光振興の大きな力としたいと思います。
さらに、第8回環日本海4か国経済交流会議を秋田で

10月に開催する予定です。ここ2年はリアルでの開催が
できなかったことを踏まえ、是非秋田で顔を合わせた
会議の開催を願っております。
「広小路バザール」は適切な時期を選んで、2回開催
する予定です。全県の様々なカテゴリーの企業に参加
していただきたいと考えております。また、千秋公園
の蓮のライトアップに併せた「千秋蓮まつり」を引き続
き行い、夜の観光スポットとして発信したいと考えて
います。
秋田県では、昨年11月に秋田県SDGsパートナー登

録制度が開始され、秋田商工会議所をはじめ288社が
認定を受けました。これからの時代、中小企業として
も避けて通ることのできない取組みとして、会員企業
の登録支援を積極的に進めてまいります。ぜひ、活用
していただきたいと思います。
運輸交通部会の主催により3回にわたりカーボン

ニュートラルロジスティクス講演会を開催し、高い評
価をいただきました。これも企業規模にかかわらず対
応していかなければならない重要事項です。SDGsと併
せて会員企業の取組みをサポートしてまいります。
会員企業の大きな課題として、人材不足と人材育成

の問題があります。この解決にも多くの情報提供とサ
ポートをしてまいります。女性が活躍できる職場づく
り、高齢者の経験を生かした活用事例等を紹介し、参
考にしていただけるよう情報提供していきます。また、
経営に役立つWEBセミナーを準備して、いつでもどこ
でも600種類の講座を無料で聴講できるようにしており
ます。
終わりに、オミクロン株の脅威はあるものの、感染

対策を万全に勇気をもって一歩ずつ前進すべき年だと
思います。それぞれの企業のため、秋田県経済の発展
のために全力で進んでいきたいと思います。
2022年が皆様にとって輝かしい年になりますよう、

心よりご祈念申しあげます。

秋田商工会議所

会頭　三浦　廣巳
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明けましておめでとうございます。
2022年の新春を迎え、謹んでお慶び申しあげます。
昨秋以降、国内では新型コロナ新規感染者数が著し

く減少し、本格的な日常生活回復に向けた動きが加速
化する中で新年を迎えられたことを皆さまと共に喜び
たいと思います。
海外での感染再拡大などもあり、先行きの見通しは

予断を許さないものの、商工会議所は、本年を感染防
止と社会経済活動をより高い次元で両立させる年と位
置付け、地域経済ならびにそれを支える事業者の皆さ
まの発展のため、引き続き全力を尽くしてまいります。
さて、コロナ禍で急激に落ち込んだ経済もようやく

回復基調に転じましたが、依然力強さを欠き、業種や
規模により回復度合いが異なる「K字型回復」の状況が
続いています。国民全体を覆う閉塞感を真に打開する
ためにも、昨年政府が決定した「新たな経済対策」の着
実な実行はもとより、国民が日本の将来について明る
い希望を抱けるような、新たな成長と発展への道筋を
明確に示す必要があります。
第2次岸田内閣の発足以降、政府は「新しい資本主義」

を掲げ、「成長と分配の好循環」「コロナ後の新しい社会
の開拓」に向けて議論を重ねてきました。私はコロナ禍
を通じて、「強く豊かな国でなければ有事の際に国民を
守ることができない」と改めて認識しましたが、日本を
危機に対するレジリエンスを備えた強い豊かな国にす
るためには、コロナ禍で明らかになった社会課題の解
決と経済成長を車の両輪として同時に実現することが
必要です。
少子高齢化に向かう人口動態等、様々な構造的課題

を抱えるわが国が、社会課題を解決すると同時に経済
成長を図るためには、一国の豊かさを示す総合的な指
標である「1人当たりGDP」の引き上げを国全体の目標
として掲げ、あらゆる分野での生産性向上と潜在成長
率の底上げを図る必要があります。特に、雇用の約7
割を占める中小企業の生産性を引き上げることは、ひ
いてはわが国全体の生産性の向上につながる重要な課
題です。他にも、経済・医療安全保障、成長を支える
基盤である人材育成や科学技術研究への投資、デジタ
ル化の推進、「S+3E」の原則を踏まえたバランスの取れ
たエネルギー政策と技術革新等が不可欠です。通商面
では、TPPやRCEPの成果を踏まえ、同じ考えを持つ
国々との連携を深めつつ、引き続き日本が自由貿易体
制推進において主導的な役割を果たすべきです。
こうした課題認識を踏まえ、われわれ商工会議所は

本年、特に以下3点について重点的な取り組みを実行
してまいります。
第一は「デジタル活用による中小企業の生産性向上」

です。これまでも幾多の困難を乗り越えてきた日本の
中小企業は、様々な変化に柔軟かつ迅速に対応できる
潜在的な変革力を有しています。中小企業経営へのデ
ジタル活用は、生き残りをかけた自己変革の有力な手
段であり、コロナ禍で加速したデジタル化の流れを、
業務効率化に留まらず、越境EC等を通じた販路拡大、
さらには業態転換などのビジネス変革にまで広げる経
営力向上の柱として強力に支援してまいります。
第二は「事業再構築、取引適正化等を通じた付加価

値の向上」です。商工会議所による伴走型の経営相談
体制の強化により、事業承継や事業の再生・再構築を
後押しし、経営の効率化や付加価値創出力の向上を強
力に支援してまいります。また、大企業と中小企業で
構成されるサプライチェーン全体で、創出した付加価
値やコストをフェアに分かち合う取引適正化も不可欠
です。登録企業が4千社を超えた「パートナーシップ構
築宣言」は、官民連携でこれを実現するための有力な
プラットフォームであり、今後は宣言の実効性をより
高め、中小企業の付加価値向上、ひいては日本全体の
成長力の底上げに寄与してまいります。
第三は「地域ぐるみの地方創生の推進」です。東京一

極集中と言われますが、実際には一次産業の成長産業
化、インフラ整備を通じた製造業の集積、インバウン
ド需要の取り込みなどを進めてきた地方圏の方が、東
京圏よりも高い経済成長率を実現しております。コロ
ナ禍を契機としたさらなる地方分散化の動きもみられ
る中、政府の「デジタル田園都市国家構想」も踏まえ、
こうしたモメンタムを地方創生の加速化につなげてい
くことは、レジリエントな日本の国土形成のためにも
不可欠です。商工会議所は、地域総合経済団体として
地域の多様な主体との連携を深め、地域ぐるみの地方
創生をさらに後押ししてまいります。
最後に、日本商工会議所は今年で創立100周年を迎

えます。「地域とともに、未来を創る」をスローガンに、
次の100年に向けて、中小企業の活力強化と地域活
性化による日本経済の持続的な成長の実現を目指し、
515商工会議所と連合会、青年部、女性会、海外の商
工会議所とのネットワーク力を最大限活用し、新しい
時代を皆さまと切り拓いてまいりたいと思います。引
き続きのご支援、ご協力をお願いして、私の年頭のあ
いさつとさせていただきます。

日本商工会議所

会頭　三村　明夫

年頭所感
〜地域とともに、未来を創る〜
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秋田県知事

佐　竹　敬　久

秋田港等で洋上風力発電の建設が進み、年内の運
転開始が予定されるなど、本県の強みを生かした動
きが活発になってきております。
こうした中、コロナ禍での社会経済情勢等の急激
な変化に加え、デジタル化の進展やＥＶ化などの脱
炭素社会といった時代の潮流を捉えた取組を進め
ていくことが肝要であり、４月からスタートする新
秋田元気創造プランにおいては、「賃金水準の向上」
「カーボンニュートラルへの挑戦」「デジタル化の推
進」の三つを選択・集中プロジェクトとして重点化
しながら取組を進めてまいります。
貴会議所におかれましても、地域経済活性化のけ

ん引役として一層のご尽力を賜りますようお願い申
し上げます。
結びに、新しい年が皆様にとって希望に満ちた飛
躍の年となりますようご祈念申し上げ、年頭のごあ
いさつといたします。

新年明けましておめでとうございます。
皆様におかれましては、健やかに新春をお迎えの

ことと、心からお慶び申し上げます。
昨年を振り返りますと､ 新型コロナウイルス感染
症の流行が続き、秋以降は日常の生活風景が戻りつ
つありますが、県内でも多くの業種で影響を受けて
いることから、県では経済の下支えとともに活性化
を図っているところであります。
秋田商工会議所におかれましては、新型コロナ

ワクチンの職域接種の推進に特段のご配慮をいた
だき、地元市町村の負担軽減はもとより会員企業の
方々の早期接種、ひいては本県の社会経済活動の回
復に大きく寄与されているところであり、深く感謝
申し上げます。
さて、近年の社会減少が２年続けて３千人を割り
込むなど、長年の課題である人口減少の抑制に向け
た兆しも見え始めているほか、産業・雇用関連では、
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秋田市長

穂　積　　　志

あけましておめでとうございます。
皆様におかれましては、健やかに新春をお迎えの

こととお喜び申し上げます。
また、日頃から、本市市政にご理解とご協力を賜

り厚くお礼申し上げます。
さて、長引くコロナ禍において、様々な社会経済
活動が制限されていましたが、ワクチン接種や各種
感染拡大防止対策により、徐々に私たちの日常も戻
りつつあります。本市ではこれまで、事業継続や雇
用維持のための金融支援や離職者採用支援事業な
どを実施しておりますが、今後はアフターコロナを
見据え、業態転換や新分野進出などに挑戦する方へ
の支援についても取り組んでまいりたいと考えてお
ります。
また、人口減少が進む中にあって、本市としては

「まちの顔」である中心市街地のさらなる活性化への

取り組みを進めると同時に、「若者が未来を思い描
けるまちづくり」を進める観点から、民間事業者の
ノウハウなどをいかし、ＡＩやＩＣＴなどの先端技
術を活用して、本市が抱える課題の解決を図るため
のモデルを外旭川地区に整備したいと考えておりま
す。
個々人の価値観や働き方の多様化など、社会変容

にしなやかに適応していくため、皆様からの引き続
きのお力添えを賜りますようお願い申し上げます。
今年の干支「壬寅（みずのえとら）」について、「壬」

は妊に通じ、陽気を下に妊（はら）む、「寅」は螾（ミミ
ズ）に通じ、春の草木が生ずるという意味があるそ
うです。コロナ禍という厳しい冬の時を乗り越えて、
新たな成長を始める年となるよう期待を込め、秋田
商工会議所のますますのご発展と、会員の皆様のご
健勝を祈念申し上げ、年頭の挨拶といたします。

年 頭 所 感
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副会頭  佐野  元彦 副会頭  石井  資就

キーワードは
「付加価値の地産地消」 前進の年に

昨年は「忍耐」の１年でした。人材交流を主眼に、タ
イ王国スラナリー大学と秋田大学の「国際交流協定」を
一昨年２月に再締結した直後、コロナの影響により、
未だに交流活動が出来ずにいます。東南アジアからの
人材誘致は、低賃金雇用目的という発想に走りがちで
すが、医療・福祉教育水準は、我々の認識以上に高い
ものです。コロナ収束目前の今、いかに日本へ続く道
筋の「入口」を構築しそこに導き、受け口たる「出口」を
用意するか、１日も早い「労働鎖国」撤廃を目指します。
またもう１つの最重要テーマは、産業の「内製化＝

生産拠点の国内回帰」です。最早低コスト追及のため
海外生産する時代ではなく、自国生産を軸にし、有事
の際あるいは異国間の物流悪化に対抗すべきです。併
せて人材同様、海外企業の国内誘致も促進すべきです。
昨年が「忍耐の年」なら今年は「前進の年」です。コロナ
に臆する事なく、新年に臨んで参ります。本年もどう
ぞ宜しくお願い申しあげます。

秋田県の人口が100万人を割ったのが2017年4
月。それから4年半が経った今では93万人と予測を
上回るスピードで減少が続いています。一年で1万
5千人の人口減少は、年間180億円の消費消失を意
味します。秋田で事業を営む私たちにとっては逆
風です。
一方で秋田は、再生可能エネルギーや食糧、森
林、そして優れた人材など優位な地域資源を有し
ています。また、少子高齢社会の課題解決への挑戦、
地方ならではの良さを活かした新たな価値創造へ
の挑戦など、若い世代の起業も増えてきています。
地域資源を活かした「付加価値をつくる力」の創
出、起業や事業承継・事業統合による「付加価値を
つくる人」の維持によって、「付加価値の地産地消」
サイクルを確立する幕開けの一年にしてまいりま
しょう。
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デジタルとアナログ

副会頭  辻　良之

「秋田プライド」元年

副会頭  佐藤  裕之

明けましておめでとうございます。
コロナ禍における新しい生活スタイルや働き方が問

われて2年が経ちました。私たちはこの間、新しい仕
事のスタイルとして、非対面型のWEB会議やオンラ
イン商談を経験しましたが、対面型や接触型と比較す
ると、どうしても緊張感に欠け、熱意や説得力が乏し
く感じられるなど、改めて対面形式の持つ意義や重要
性を見直すことが出来たのではないかと感じておりま
す。ただ、時代は確実にデジタル社会に移行してきて
おり、これを機に一気に仕事の仕方も変えなければな
らないという意見も尤もであります。
重要なことは、デジタル社会の持つ合理性や利便性

とアナログ社会の持つ人間味豊かな感受性を上手く使
い分け、融合させていくことが、これからの高齢化社
会においては、必要なのではないでしょうか。そして、
デジタル化の進化は仕事の生産性を向上させ、効率を
上げることは言うまでもないことですが、それらを一
方的に受け入れるのではなく、何が必要か、何が不必
要かを見極めることが肝要であると思います。

あけましておめでとうございます。コロナは大き
な困難でしたが、テレワークによる通勤からの解放
や地方への人口移動の萌芽など、未来へ向けた社会
変化の可能性も与えてくれました。一方、今回のパ
ンデミックは、急激な動物界と人間界の交差に依る
のであり、交差の原因は、地球温暖化のそれと同じ
く過度な森林開発だという主張があります。奇しく
も日本は、カーボンニュートラル宣言に続き、エネ
ルギー基本計画改定での再エネ重視、COP26での積
極姿勢など、世界のサスティナビリティー、SDGsの
トレンドに追いつき、更にはリードしようとしてい
るかのようです。
そんな中、秋田は洋上風力等で、日本のエネルギー

を支える拠点になりつつあります。となれば秋田は、
日本の、ひいては世界のSDGsを牽引するのだと言っ
てもあながち嘘とは言えますまい・・・今年は、こ
んな秋田にプライドを持って力強く生きていきたい
と思います。
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2021年度 秋田県に対する要望
 〜12 月7 日　秋田県知事との懇談会〜
県内6商工会議所の正副会頭、専務理事らが参加し、ホテルメトロポリタン秋田で開催。秋田県商工会議所
連合会による共通要望（28項目）、各商工会議所からの個別要望（秋田商工会議所から11項目）合わせて62項目
の要望書を佐竹敬久秋田県知事に手交し、説明・意見交換を行った。

1．ウィズコロナにおける経営支援策・地域振興策
2．中小企業振興施策の推進
3．地域の産業を担う人材の確保
4．観光誘客の推進
5．洋上風力発電産業の拠点形成に向けた取組強化
6．必要な公共事業予算の安定的・持続的な確保

新7．�2022年度日本商工会議所青年部全国大会美の国あきた大会への支援
8．商工団体組織活動強化費補助金の安定的・継続的な予算措置
9．県内高速交通ネットワークの整備促進

１．環日本海交流の推進による地域産業の発展に向けた秋田港の機能強化
　　⑴秋田港アクセス道路の早期整備および重要物流道路への指定に向けた取組の推進
　　⑵秋田港コンテナターミナルの機能強化・脱炭素化に向けた取組の推進
　　⑶クルーズ船の寄港回復のための取組および受入環境整備に向けた港湾施設の早期整備

新２．脱炭素化に向けた地域ロードマップの策定および関連企業立地・誘致の促進
３．次世代エネルギーステーションへの支援
４．�秋田港の物流増加に向けたインセンティブ制度の更なる拡充および船会社へのポートセールスの
強化

５．広小路・中央通りの一方通行解除等中心市街地の交通環境改善の継続検討
新６．主要地方道秋田天王線・秋田火力発電所前交差点の安全対策強化
７．公共交通・駐車場等における電子マネー決済の導入
８．あきた芸術劇場ミルハスの開館に合わせた賑わい維持向上対策

新９．秋田川反芸妓を応援する会への活動支援

≪秋田県商工会議所連合会 共通要望≫　※大項目のみ掲載

≪秋田商工会議所 個別要望≫

要望内容の詳細はホームページでご覧ください。　https://www.akitacci.or.jp/req/

秋
田
日
本
海
沿
岸
東
北
自
動
車
道

早
期
建
設
期
成
同
盟
会

謹賀新年謹賀新年
Bar monsoon

飲食店
相原 高志
865-0807

大町四丁目2-27

One Team Akita
障がい福祉サービス事業

福司 稔
838-6031

御所野湯本三丁目1-8

食堂ぽめ。
居酒屋・食堂
石井 文弥
050-3718-4886

外旭川八幡田一丁目１-２５

㈱コンサルティングハウス
不動産業

下村 英也
853-6321

八橋本町三丁目20-36
（M2ビル 2F）

秋元架設工業㈱
とび、土工、足場工事

秋元 大輔
853-5113

牛島南二丁目4-19

マーブルアート秋田 
アトリエ Rosa

マーブルアート教室、販売
鈴木 久子
090-5596-6524

外旭川八幡田一丁目11-48

㈱和泉技工
給排水・冷暖房設備工事

佐藤 和稔
827-4714

仁井田本町四丁目6-10-3 号

ひばりデザインプランニング
デザイン業務
雲雀  一博
836-3539

広面字樋口 34-22

  信用の証し
「会員章プレート」を掲げて
会議所会員をＰＲ

※販売価格 2,200円（税込）
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Vol.147

人類は今、無数の道が交差する分岐点に立ってい
ます。これから先、どう進めば良いのかわからない
という迷いの中で、これまで歩んできた道には容易
に戻れないことだけははっきりしています。
先日、英国スコットランドのグラスゴー市で行わ

れた気候変動枠組条約第26回締約国会議（COP�26）
のテレビ報道の中で、Z世代（Generation�Z）と言
われる、主に今世紀生まれの若者による怒りの抗議
の様子を見て、人類の存続について考えさせられま
した。エネルギー資源を消費してきた化石燃料・炭
素重視型の社会は本当に変革できるのか、人間の自
然生態系への侵略による生物多様性の破壊を止めな
い限り、パンデミックの悲劇を繰り返すのではない
か、AI/IOTによるデジタル・トランスフォーメーショ
ン（DX）が進化した社会において人間の立ち位置
はどうなるのかなど、それぞれの課題は人類の生命
存続の危機と言えます。我々はこれらの危機を乗り
越えて明るい未来を次世代に残すために、これから
何をなすべきかを必死に考え、行動に移さねばなり
ません。
そのヒントは人類（Homo�Sapiens）がなぜ地球
上で強い生き物になれたかを辿ると見えてきます。
最後の氷河期の後、約1万2千年の時期は地球の気
候が比較的安定した「完新世」と呼ばれ、この時期
に定住農業が可能になり、食糧供給が大きく増大し、
人口も増えました。この背景にあったのが「協働」
なのです。しかし、人類は産業革命以降、大きな工
業社会を生み出し、情報社会によって社会構造の変
革を起こし、今「知能革命（インダストリー 4.0）」
の入口に立っているものの、この歩みの過程で「協
働」の意味合いも変わってしまいました。「社会や
他人のため」というよりも、競争主義、功利主義的
な世界が誕生し、自分の幸せを最も効率的に最大化

活力ある秋田活力ある秋田

ボーダー無き「協働」による
価値創造：新年の誓いとして

することが何よりも大切だという価値観が市場経済
システムと連動して広がってしまったと考えていま
す。今回、人類は新型コロナウィルスという地球規
模の危機に直面したことで、ワクチン開発をわずか
8か月で完成させましたが、これはまさに世界中の
科学者や行政当事者が国境や領域を超えた「ボー
ダー無き協働」の生み出す価値、「利他主義」が社
会にもたらす重要性に気づき、行動に移した結果で
あると言えます。
秋田県にも、これから様々な形で「協働」が現れ

てくると思います。再生可能エネルギー事業への国
内外からの投資もその一つの形ですが、その事業に
よる恩恵を地域外からの協力関係者と地域社会の双
方が分かち合い、また現代に生きる我々のみならず
次世代を担うZ世代とも分かち合うという発想が必
要です。社会に出るまでの長い学びの総仕上げを担
う大学は、Z世代である学生とどう向き合い、どの
ような教育を行動で見せることができるのかが問わ
れており、学長としてその責任を感じます。我々が
秋田をベースに産官民金学の協働によって知的基盤
を形成し、また更に国境を越えて英知を結集し、新
たな価値の創造を彼らに示すことができれば、彼ら
の不安を希望に変えられることができると信じてい
ます。皆様とともに学生の未来に無限の可能性を切
り拓きたいと願っております。引き続きご指導ご支
援のほどお願い申し上げます。

モンテ・カセム 氏公立大学法人国際教養大学 理事長・学長

モンテ・カセム　Monte CASSIM
公立大学法人国際教養大学　理事長・学長
■略歴
1947年スリランカ民主社会主義共和国コロンボ生まれ。
スリランカ大学自然科学部建築学科卒業後、日本へ留学し東京大学
大学院工学系研究科博士課程で都市工学を専攻に学ぶ。
国際連合地域開発センターUNCRD主任研究員・主管等を経て、
1994年に立命館大学国際関係学部教授。
2004年に立命館アジア太平洋大学学長、学校法人立命館副総長、
2018年大学院大学至善館学長等を経て、2021年6月より公立大学
法人国際教養大学理事長・学長に就任。
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秋田の成長に向けたSDGsの活用
～理財部会（オープン部会）～

オンラインで経営相談に対応
～オンライン＆リアル「１日公庫」～

鉄鋼業の脱炭素化と故郷へのエール
～東経連フォーラム in秋田～

パラレルキャリアの効果とポイント
～専門サービス部会部会員交流会～

11／30

12／13

12／9

12／13

42名が参加し、ホテルメト
ロポリタン秋田で開催。野村證
券㈱金融公共公益法人部主任研
究員の和田理都子氏をゲストに
招き「SDGs と秋田の成長戦略」
について懇談した。
和田氏は「主にアフリカでの
増加により世界人口はさらに
増え、2100年までに100億人
を超えるという予測を受け、17の国際目標を定めた
SDGsについては、誰一人取り残さない持続可能で
多様性と包摂性のある社会の実現がポイントである」
と強調された。
また「日本の人口予測から見える課題には人口の
減少と偏在化があり、2005年と比べた2045年の人
口は首都圏で10%未満の減少に対し、秋田と青森は
40%以上の減少が予測される。対策としては、地域
外から稼ぐ力を高めるとともに地域内経済循環の実
現が不可欠で、世界的な SDGs推進の動きは追い風
となる。SDGsを原動力として地方創生に取り組む
企業や事業が拡大していくことが重要」と述べた。

年末に向けて
の資金調達や創
業相談のニーズ
に対応すること
を目的に、日本
政策金融公庫秋
田支店から融資
担当者を招き、
ハイブリッド形式で開催。3件の経営相談に対応し
た。
市内飲食店からの相談には対面で対応。新型コロ
ナウイルス感染症の影響をヒアリングし、経費削減
や設備投資等、今後の事業展開について意見交換し
た。
また、創業相談希望者2名にはオンラインで対応。
予め作成していた創業計画書の内容についてヒア
リング。事業内容、開業希望時期、資金使途、将来
の展望等についてブラッシュアップを実施し、今後
の事務手続きについて説明したほか、当所で開催し
ている起業塾や県・市の創業関連補助金について情
報提供した。

東北経済連合会会員、県内商工会議所議員など約
90名が参加し、ホテルメトロポリタン秋田で開催。
講師に本県出身の日本製鉄㈱代表取締役会長の
進藤孝生氏を招き、「鉄鋼業の窓から見たカーボン
ニュートラル」と題し講演した。
進藤氏は「鉄鋼業ではカーボンニュートラルに向
け、前人未到の革新的なイノベーションが必要。そ
れに加え『安価 ･安定 ･ 大量の水素製造 ･供給イン
フラの確立』、『国際競争力のあるコストでのゼロエ
ミッション電源の実現』、『CCS（CO₂ 回収 ･ 貯留）
や CCUS（CO₂ 回収 ･ 有効利用 ･貯留）の技術開発
･実用化』等の外部条件が必須である」と述べた。

また、秋田県に期待することと
して「秋田県は既に風力発電プロ
ジェクトを有する国内風力発電の
先進的立場にあり、業界情報が集
積する場所。風力発電の意義のみ
ならず、抱える諸課題とその解決
策を含めた幅広い発信を期待した
い」と述べた。

13名が参加し、イヤタカで開催。初めに、秋田働
き方改革推進支援センター長の齋藤孝一氏が副業・
兼業の導入に係る労務管理について、「多様な働き方
への期待が高まっており、副業・兼業を禁止している
企業は認める方向で就業規則等を見直すことが望ま
しい。導入後は自社と副業先の労働時間の通算管理
が必要なので、事前に取り決めしておくと管理しや
すい。当センターでも無料で相談対応しており活用
いただきたい」と述べた。
続いて、（一社）チームババヘラ代表理事白井圭氏

がオンラインで講演し、パラレルキャリアの活動事例
について、「副業が解禁となり、これまで培ってきた経
験をもとに秋田のために何かをしたいと考え、チーム
ババヘラを立ち上げた。秋田の関係人口『かだる人口』
を増やすことを目的に、関係人口創出事業、起業支援、
学び・教育の場創
出事業を実施して
いる。副業をした
ことで自身も大き
く成長でき、本業
にも還元できてい
る」と述べた。

進藤孝生氏

和田主任研究員

オンライン相談を行う公庫担当者

左から齋藤孝一氏、白井圭氏
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外国人材受入相談窓口開設中 【企画振興課 TEL.866-6679】



組織の接点としての役割を学ぶ
～ビジネススクール凌雲塾「コミュニケーション力向上研修」～

日頃の練習成果を発揮
～第69回東北珠算競技大会～

部会間の交流推進
～商業・工業・理財・情報通信部会～

新たな基本計画を新年度に策定
～第2回秋田市中心市街地活性化協議会～

12／14

12／19

12／16

12／23

㈱インソースの津田ひとみ氏を講
師に招き開催。中堅社員やグループ
リーダーを中心に19名が受講した。
津田氏は、部下を正しい方向へ導
き、成果を上げ続けさせるために必
要なコミュニケーションスキルにつ
いて説明。「部下の意識を変え、業務遂行を支援し、
未知の業務にチャレンジさせ、モチベーションを高
めることこそが、組織全体を維持・拡大し、秩序あ
る成長を促進させる」と述べた。
受講者からは、研修中に行われたグループワーク
について「異業種の方と意見交換ができて良かった」
と好評だったほか、「部下への接し方の良いヒントを
得た」「人の話を聴くことの大切さと難しさを改めて
感じた」といった感想が聞かれた。

2年ぶりの開催となっ
た今大会は、新型コロナ
ウイルス感染症の感染拡
大を防止するため、各県
に会場を設ける分散開催
とし、個人競技・団体競

技のみの実施となった。秋田県会場となった秋田県
社会福祉会館には、7月に開催した秋田県珠算競技
大会で選抜された秋田県選手39名が参加し、東北一
を目指し熱戦を繰り広げた。
秋田県選手の主な成績は下記のとおり。

個人総合競技

【小学校の部】
第２位： 進藤雅峻（附属小）
　　　　降矢才馳（高清水小）
　　　　塚本そよか（附属小）
【学校の部】
第２位：高山皐（附属中）

団 体 競 技

【小学校の部】
優　勝：秋田大学教育文化学部附属小学校
【学校の部】
第２位：秋田大学教育文化学部附属中学校

次回は2022年9月11日秋田市での開催の予定。

4部会より49名が参加。コロナ対策を講じながら、
部会の垣根を超えた活発な交流が図られた。
懇談では、三浦会頭が「来年に向けて、引き続き
会員企業の支援を最優先に取り組むとともに、ウィ
ズコロナにおける消費を喚起するため、感染症対策
と社会経済活動の両立を図りながら、5月の『東北
絆まつり』『これが秋田だ！食と芸能の大祭典』同
時開催やクルーズ船の寄港誘致、広小路バザールの
開催等を通じ、観光関連産業の再生や地域・商店街
等のにぎわい創出を推進する。また、脱炭素社会や
デジタル化、SDGs 等、社会経済環境の変化に対応

する新たな取組を推進す
る。困難な状況は続くが、
企業が強くなり人が成長
するための機会と捉え、
全力で進んでいきたい」
と今後の抱負を述べた。

43名が参加し開催。基本計画の一部変更案につい
て協議し承認された。さらに、秋田市都市総務課の
横山課長から「現基本計画が今年度末で期間満了と
なることから、新たな基本計画を策定したい」と説
明があった。
続いて、あきた芸術劇場の整備状況や佐竹史料館
改築基本計画骨子案等について各機関から報告。委
員からは「佐竹史料館を核とした（仮称）千秋歴史
博物館について、佐竹という名称を前面に出して欲
しい」との発言があり、広小路バザールなど当協議
会事業については、「イベントだけでなく、多世代
が交流できる拠
点の設置など日
常生活を補完す
る事業展開を望
む」などの発言
があった。

秋田県会場の様子

津田ひとみ氏

骨材（砂利・砂・砕石等）の販売から各種工事まで

秋  田  支  店 秋田市川尻町字大川反 232-4　TEL 018-823-3791
秋田南営業所 秋田市仁井田字古川向 144-1　TEL 018-839-9211
本　　　　社 湯沢市字鶴舘 39-4　　　　　  TEL 0183-73-0188
Ｕ 　Ｒ　 Ｌ http://matsuda-group.jp/

〒 010-0967 秋田市高陽幸町8番17号 岸ビル内
TEL.018-883-1888 ㈹  FAX.018-883-1822
URL http://www.knbs.jp

あけましておめでとうございます
本年も皆様のお役に立てますよう社員一同

頑張ってまいります。よろしくお願いいたします。
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親族・従業員・第三者～会社の事業承継のご相談に応じます 【秋田県事業承継・引継ぎ支援センター TEL. 883-3551】



外国人材受入支援機関紹介④外国人材受入支援機関紹介④
～株式会社ジャパンクリエイト（すばる事業協同組合）～

〈当所で連携している機関をシリーズで紹介します〉

◆会社概要����������������������������������������������������������������

・所在地：秋田県大仙市朝日町19-3 21 ヴァンティアン2F（㈱ジャパンクリエイト大仙営業所）
　　　　　大阪府大阪市淀川区東三国4丁目 1-16（すばる事業協同組合）
・設　立：2018年 6月
・監理団体許可番号：許1808000382（特定監理事業）
・登録支援機関 登録番号：19登 -001051

◆対象職種・対象国について������������������������������������������������
　当組合で協定を結んでいる国は、現在ベトナムとインドネシアの2か国で、製
造分野・介護分野での職種をメインとしており、現状では「工業包装」「機械保全」
「金属プレス」「機械検査」「メディカル給食」「介護」「１号実習」での受け入れを行っ
ており、他の職種についても対応可能です。
　送り出し機関の選定に力を入れており、実習生に必要以上な金銭的負担をかけ
ていない送り出し機関を厳選し協定を結んでいます。

◆�日本におけるサポートについて��������������������������
　組合員相互扶助の精神に基づき、組合員企業の永続的な発展と、国際貢献のた
めのパートナーとして「すばる事業協同組合」を設立いたしました。
　当組合は、現在ベトナム・インドネシアからの外国人技能実習生受入事業の監理団体として、入国から帰
国まで一貫したサポートをお届けすることが可能です。また、新たな在留資格特定技能の登録支援機関とし
ても、即戦力となる外国人材の受入れのサポートをしています。

◆すばる事業協同組合の強み������������������������������������������������
　当組合では、受入れ企業様、外国人技能実習生・特定技能外国人、皆さまにご満足いただけるよう、心の
こもったサポートをお届けしています。
　当組合の母体であり、人材紹介や労務管理・教育・採用支援等の
プロである組合員企業との連携により、入国前・入国後まで様々な
場面でお手伝いが可能です。
　さらに、ベトナムの現地法人や、組合員企業に在籍している母国
語対応可能な社員の協力により、外国人材が言語の壁を感じずに日
本で安心して働ける環境をつくることを目指して活動しています。

［お問合せ先］秋田商工会議所　企画振興課　TEL866-6679

秋田商工会議所ホームページでの
「会員企業紹介」のご案内

　会員企業様であれば、事業所の情報を当所ホーム

ページに掲載できます。PR に是非ご活用ください。

　掲載希望の方は当所ホームページ（https://www.

akitacci.or.jp/inquiry/kaiin_join/）より申し込み

できます。

「秋田商工会議所メールマガジン」
登録のご案内

　経営に役立つ情報を毎月中旬と月末に配信してお

ります。各企業から何人でも登録可能ですので、各

部署からのご登録をお願いします。

　ご登録は「maga@akitacci.or.jp」宛に

企業名をお知らせください。
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介 小規模事業者（従業員20人以下・商業・サービス業は5人以下）向け、無担保・無保証人・低利（12月1日現在1.21％）の

「マル経融資」をご利用ください。 【経営支援課 TEL.866-6677】



月 日 行 事 時 間 場 所
1/25 常議員会 11:00～ ホテルメトロポ

リタン秋田11/17 議員懇談会 12:00～
11/17 秋田県商工会議所女性会連

合会女性起業家大賞表彰式・
新年祝賀会

15:00～ 秋田キャッスル
ホテル

11/17 いっぴん商談会akita
フォローアップセミナー

14:00～ ホテルメトロポ
リタン秋田

1/26 セカンドライフセミナー 13:00～ アキタパークホ
テル

2/3 工業部会 13:00～ 当所 7 階
2/4 メルカリショップセミナー 13:30～ イヤタカ
2/5 集客力向上セミナー 13:30～ 秋田キャッスル

ホテル

※ 新型コロナウイルス感染症の影響により、各種行事
は中止または延期になる可能性があります

TEL.018(831)2222 TEL.018(834)1911
https://akita.metropolitan.jp/ http://www.caoca.net/

新入社員の門出を祝う機会として
是非ご参加ください

新入社員スタートダッシュ研修
　2022年度採用新入社員を対象とした研修を2日
間にわたり開催します。
　◆日　時　3月16日（水）13：30～16：30
　　　　　　3月17日（木）  9：30～16：30
　◆場　所　秋田キャッスルホテル
　◆内　容　 社会人としての基本的なスキルの習得
　◆申　込　 本誌同封の折込みチラシをご覧くだ

さい。
　◆問合せ　秋田商工会議所
　　　　　　TEL：866-6677

新入社員合同入社式（当所共催）
　2022年3月新規学校卒業者で今春入社予定者を
対象とした合同入社式を開催します。
　◆日　時　3月25日（金）  9：30～11：30
　◆場　所　イヤタカ
　◆申　込　 当所もしくは秋田雇用開発協会のHP

よりお申込みください。
　◆問合せ　 秋田雇用開発協会事務局
　　　　　　（当所経営支援課）
　　　　　　TEL：866-6677

わらび座ミュージカル

「レディ・トラベラー」
～イザベラ・バードが出会った秋田～

　羽州街道を旅した英国人女性「イザベラ・バード」と

秋田の出会いを描くオリジナル・ミュージカル

■公演期間　

2022年1月30日(日)～2月13日(日)

2月21日(月)～2月27日(日)

※休演日あり、詳細は下記へお問合せください

■会　場　

秋田市にぎわい交流館ＡＵ３Ｆ(多目的ホール)

秋田市中通１-4-1(エリアなかいち内)

TEL：018-853-1133

■前売券(自由席)※税込

【一般】3,500円　【小中学生】2,500円
※当日券は500円増

※未就学児のご入場はご遠慮ください

■お問合せ

【チケット購入･観劇予約】

　わらび座 劇場事業本部　

　TEL：0187-44-3332

　　　　(平日9：00～17：30)

　mail：o-kita@warabi.or.jp

【その他】

　秋田市観光文化スポーツ部

　文化振興課

　TEL：018-888-5607

ホームページ　https://www.warabi.jp/isabella2022/

前売券
発売中

〒011-0901 秋田県秋田市寺内字三千刈110-1　TEL.018-888-3500（代） 
東京営業所 TEL.03-5927-8101　名古屋営業所 TEL.052-251-5080

おかげさまで 創立75周年
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会員向けメールマガジン配信中！経営に役立つ情報をお届けしています
ご登録は「maga@akitacci.or.jp」宛てに企業名をお知らせください 【企画振興課 TEL.866-6679】
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環境変化の中、勇気を持ち前進する年に！
2022年　新年祝賀会

当所恒例の新年祝賀会を１月５日、秋田キャッスルホテルで新型コロナウイルス感染症対

策を講じたうえで、飲食を取り止め時間を短縮して開催した。会員・来賓ら約400名が一堂

に会した。来賓を代表して佐竹敬久知事と穂積志市長が祝辞を述べた後、鏡開きを行った。会

場では参加者が新年の挨拶を交わし、新たな年の始まりを寿いだ。

正副会頭・専務理事お出迎え正副会頭・専務理事お出迎え

祝宴祝宴

県民歌に合わせて秋田川反芸妓連が踊りを披露県民歌に合わせて秋田川反芸妓連が踊りを披露

三浦廣巳 会頭 年頭あいさつ三浦廣巳 会頭 年頭あいさつ 佐竹敬久知事 祝辞 佐竹敬久知事 祝辞 

秋田商工会議所青年部秋田商工会議所青年部
中村猛留会長 中締め中村猛留会長 中締め

(一社)秋田青年会議所(一社)秋田青年会議所
船木祐理事長 乾杯船木祐理事長 乾杯

穂積志市長 祝辞穂積志市長 祝辞


